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先月の振り返り: 8月のドル円相場は107円前半～105円前半で推移。世界的な金融緩和による過剰流
動性供給を背景にしたドル全面安の流れが続く中、米雇用統計の結果が改善傾向にあることや中南
米の感染拡大を危惧した新興国通貨安などでドルが買い戻され、107円台を回復した。それでもドル
全面安の流れに変わりはなく、安倍首相の健康不安説もあり、105円割れをうかがう局面もあった。
FOMC議事録で米追加緩和観測が後退したことやパウエルFRB議長の講演でもドル安に関する発言が無

かったことで再び107円が近づいたが、月末に安倍首相辞任の一報でパニックが先行し、一時105円

前半まで円高が進行。ただ後任が選出されるまでは職にとどまることから、一先ず落ち着きを取り

戻した。

本書面は、合同会社フィナンシャルヴィレッジプレゼンス（以下「当社」）が、投資一般に関する情報提供を目的とするものであり、投資の勧誘を目的としたものではありませ
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EXTRA VISION

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

　日銀金融政策決定会合

　英中銀政策金利

今後の展開: 安倍首相辞任報道でマーケットはパニックとなり、日本の政治不安が懸

念されたが、次の首相が安倍路線を維持できる人物であれば材料として消化済みと考

えていいだろう。今月も主要国通貨に対してドル全面安の流れが継続していることを

念頭におきたい。ドル買戻しの動きも見受けられるが、FRBの金融緩和政策長期化は

ドル売り圧力となってきている。17日に控えている日米両国の金融政策を見極めよう

と持ち合い相場となっているため、発表後の動きに警戒が必要だろう。
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